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施策達成にどう貢献しましたか？（アウトカム）

平成23年度事業完了予定の宝積寺駅西第一土地区画整理事業地内について、用途地域変
更の検討を行うことで、適正な土地利用を行うことができる。
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地域の特性や実情に即した用途地域の見直しは必要であり、宝積寺駅西第一土地区画整理地内の
不整合が解消できる。

宝積寺中坂上地区の地域・地区指定の見直しをすすめ、都市計画マスタープランとの整合を図りながら、
町の将来あるべき姿を見極める必要がある。
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施策達成状況に関する評価 課題と今後の方向性
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　期待した成果が得られておらず、後期計画策定にあたっては、都市計画マスタープランと町の将来
あるべき姿を考えた施策展開を検討すること。また、併せて施策指標も見直すこと。
　宝積寺中坂上地区の見直しについては、関係する各課と連携すること。
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適正な土地利用の推進

施　策　の　評　価　指　標 年　　度基　　準　　値
指標①：見直し作業進捗率（％）
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平成１８年度において、高根沢町都市計画マスタープランを策定し、まちづくりの
指針を策定した。

用途地域＊や景観地区などの適正な指定と、適切な見直しを行います。（※「高根沢町地域経営
計画2006」からの抜粋）

政策「１－１．計画的な市街地整備」を実現するためには、
①快適に暮らせるまちづくりの実現に向け、区画整理事業を計画どおりに実施すること。
②宝積寺駅周辺地区を整備し、利便性の向上を図ること。
③景観条例を制定し、良好な景観を形成すること。
ですが、そのうちこの施策については、①快適に暮らせるまちづくりの実現のため、現況の土地利
用特性を考慮したゾーニングを行ったうえで、適正な土地利用が行われるよう、随時見直し検討を
行っていきます。
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